
【
長
妻
昭
厚
生
労
働
相
は

２
０
日
、
国
民
の
貧
困
層
の

割
合
を
示
す
指
標
で
あ
る

「
相
対
的
貧
困
率
」
が
、
０

６
年
時
点
で
１
５
．
７
％
だ
っ

た
と
発
表
し
た
。
日
本
政
府

と
し
て
貧
困
率
を
算
出
し
た

の
は
初
め
て
。

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
）
が
報
告
し
た
０
３
年

の
デ
ー
タ
で
日
本
は
加
盟
３

０
カ
国
の
中
で
、
４
番
目
に

悪
い
２
７
位
の
１
４
．
９
％

で
、
悪
化
し
て
い
る
。
日
本

の
貧
困
が
先
進
諸
国
で
際
立
っ

て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。

相
対
的
貧
困
率
は
、
国
民
の

年
収
分
布
の
中
央
値
と
比
較

し
て
、
半
分
に
満
た
な
い
国

民
の
割
合
。

今
回
政
府
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の

算
出
方
法
を
踏
襲
し
た
。
０

６
年
の
１
７
歳
以
下
の
「
子

供
の
相
対
的
貧
困
率
」
は
１

４
．
２
％
で
、
同
様
に
０
３

年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
デ
ー
タ
の
１

３
．
７
％
（
３
０
カ
国
中
、

１
９
位
）
よ
り
悪
化
し

て
い
る
。
０
３
年
の
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
デ
ー
タ
で
貧
困

率
が
も
っ
と
も
悪
い
の

は
、
メ
キ
シ
コ
（
１
８
．
４
％
）

で
、
ト
ル
コ
（
１
７
．
５
％
）
、

米
国
（
１
７
．
１
％
）

と
続
く
。

最
も
低
い
の
は
デ
ン
マ
ー
ク

と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
５
．
３
％
。

長
妻
厚
労
相
は
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
中
で
も
ワ
ー
ス
ト
の
範

ち
ゅ
う
に
入
っ
て
お
り
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
（
国
が

保
障
す
る
最
低
限
度
の
生
活
）

と
連
動
し
て
考
え
た
い
。

京
都
市
が
平
安
遷
都
１
２

０
０
年
記
念
行
事
業
と
し
て

で
整
備
し
た
「
梅
小
路
公
園
」。

そ
こ
に
初
年
度
２
０
０
万
人

の
入
場
者
（
注
・
東
京
ド
ー
ム
６

９
０
万
人
）
を
予
想
し
て｢

オ
リ
ッ

ク
ス
不
動
産
㈱
が
鉄
筋
３
階

建
て
公
園
面
積
の
一
万
平
米

（
８
．
４
%
）

を
使
っ
て
「
京
都

水
族
館
」
を
建
て
運
営
す
る

計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
面
積
は
公
園
の
主
要
施

来
年
度
か
ら
支
給
す
る
子
ど

も
手
当
で
貧
困
率
が
ど
う
変

化
す
る
か
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

毎
日
新
聞

2
0
0
9

年

10
月

20
日
】
・
・
以
上
の
【
～
】

内
は
毎
日
届
く
メ
ー
ル
（
既
に

３
０
０
０
号
を
超
え
て
い
る
）
「
ケ

メ
コ
通
信
３
０
０
７
号
」
か

ら
転
用
し
た
も
の
。
送
信
者

は
澤
田
好
宏
氏
・
京
都
産
大

講
師
、
『
ケ
メ
コ
の
歌
』
作
詞

に
関
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）

駅
伝

ラ
イ
ブ
に
も
ご
出
演
協
力
下

さ
っ
た
方
で
す
。

「

設
「
い
の

ち

の

森

」

と
同
じ
大

き
さ
で
す
。
（
東
京
ド
ー
ム

⇒

グ
ラ
ン
ド
は
１
万
３
千
平
米
）

こ
の
構
想
は
オ
リ
ッ
ク
ス
不

動
産
が
平
成

20
年

7
月

14

日
（
月
）
京
都
市
提
案
。
京

都
市
は
提
案
翌
々
日

16
日

（
宵
山
）
（
水
）
、
早
速
に
市
長

記
者
会
見
で
提
案
内
容
を
公

表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
案
件
は
、
都
市
公
園

法
の
規
定
で
市
議
会
の
承
認

な
し
に
、
京
都
市
長
の
判
断

で
設
置
許
可
出
来
る
も
の
、

オ
リ
ッ
ク
ス
側
と
市
と
が
内
々

で
話
が
詰
め
ら
れ
て
い
た
か

ら
僅
か
二
日
で
記
者
発
表
が

出
来
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

下
衆
の
勘
繰
り
で
あ
る
が
、

門
川
市
長
の
中
で
は
「
オ
リ
ッ

ク
ス
製
水
族
館
」
を
梅
小
路

に
建
て
る
と
決
定
し
て
い
た

と
推
測
す
る
の
で
す
。

市
議
会
で
充
分
？
論
議
さ

れ
た｢

市
電
廃
止
」
「
地
下
鉄

建
設
」
「
建
物
高
さ
制
限
緩

和
」
な
ど
、
も
う
少
し
論
議

を
深
め
て
い
た
ら
「
京
都
ら

し
さ
」
は
今
よ
り
は
残
っ
た

と
思
う
人
は
多
い
は
ず
。

も
し
「
フ
ラ
ン
ス
橋
」
が
反

対
も
無
く
、
京
都
市
提
案
通

り
鴨
川
（
（
三
条
～
四
条
）

に
架
っ

た
風
景
を
み
て
観
光
の
方
々

は
「
さ
す
が
京
都
だ
」
と
感

心
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
否
！
。

「
と
ん
か
ら
り
ん
」
編
集

者
は
計
画
発
表
を
知
り｢

な

ん
で
海
の
無
い
京
都
に
水
族

館
・
な
ん
で
「
オ
リ
ッ
ク
ス

不
動
産
」
と
違
和
感
持
ち
以

前
に
意
見
を
掲
載
し
ま
し
た
。

後
、
幾
度
か｢

水
族
館
問
題
」

の
会
合
や
、
ネ
ッ
ト
で
意
見

の
見
聞
で
は
同
じ
お
考
え
の

方
が
多
い
の
で
す
。
京
都
市

（
長
）
は
粛
々
と
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。
だ
が
マ
ダ

｢

水
族
館
」
の
こ
と
を
ご
存

知
無
い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

公
正
な
ご
判
断
の
資
料
に｢

京

都
市
」
の
資
料
と｢

第
６
回
梅

小
路
公
園
の
未
来
を
考
え
る
会
」

の
ご
案
内
を
同
封
し
て
い
ま
す
。

水
族
館
は
京
都
に
似
合
わ

ん
と
思
う
し
市
電
・
地
下
鉄

な
ど
の
、
二
の
舞
は
嫌
、
カ

ン
ニ
し
て
欲
し
わ
！
。

地域のお客様のお役に立つ店をめざして！ とんからりん VOL123 2009(平成21年）12月1日（火）P1

サ
カ
タ
ニ
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス

投稿では発行者
株式会社サカタニ
集酉楽・サカタニ
ファミリーマート
サカタニ京阪七条店
〒605-0993 京・
東山区七条こころ坂下
℡・075-561-7974
URLwww.sosake.jp/

Eﾒｰﾙ・info@sosake.jp
とんからりんは
毎月発行の
会員新聞です
編集・酒谷義郎
yosirou@sosake.jp

▽
今
年
も
後
一
ケ
月
。
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
る
今
年
は
、

世
界
・
日
本
・
私
に
も
大
き

な
変
動
が
有
っ
た
。

▼
リ
ン
カ
ー
ン
の
奴
隷
解
放

宣
言
（18

6
3

）
は
有
っ
た
が

黒
人
は1964

年
（
公
民
権
法
）

ま
で
差
別
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
米
国
で
黒
人
オ
バ
マ
大

統
領
が
誕
生
し
た
。

▼
就
任
後
、
プ
ラ
ハ
で
「
核

使
用
国
と
し
て
核
廃
絶
に
向

か
う
同
義
的
責
任
が
あ
る
」

と
述
べ
ア
メ
リ
カ
が
核
兵
器

廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
を

宣
言
し
た
。

▽
戦
後
、
常
に
政
権
を
握
っ

て
い
た
自
民
党
が
参
議
院
に

続
い
て
、
今
年
の
総
選
挙
で

大
敗
、
民
主
党
が
大
勝
し
鳩

山
内
閣
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

▼
在
来
の
公
共
工
事
最
優
先

か
ら
転
換
、
沖
縄
辺
那
古
基

地
を
国
外
へ
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
廃
止
を
公
約
し
た
。

▽
公
約
を
良
し
と
し
民
意
は
、

膨
大
な
金
を
使
っ
た
政
権
を

も
退
場
さ
せ
た
。
そ
の
自
覚

は
宝
だ
。
民
意
と
は
民
主
主

義
そ
の
も
の
、
そ
れ
は
力
だ
。

▼
私
は
３
月
に
「
社
会
保
険
」

か
ら
「
後
期
高
齢
者
保
険
」

に
分
別
さ
れ
た
。
医
療
費
自

己
負
担
が
３
倍
に
な
っ
た
。

▽
６
月
、
人
の
世
話
好
き
で

時
々
朝
粥
会
用
の｢

お
か
ず
」

を
つ
く
り
届
け
て
呉
れ
た
妹

を
亡
く
し
た
。
淋
し
い
。

ー
ー

ど
ん
つ
き
ー
ー

朝
粥
を
食
べ
る
前
・

（
９
時
～
９
時
40
分
）

池
内
一
博
様
か
ら

◆
京
の
幕
末
散
歩
・

維
新
の
仕
掛
人･

坂
本
龍
馬
の

お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
来
春
か
ら
大
河
ド

ラ
マ
は
【
龍
馬
伝
】
で
す
。

幕
末
の
動
乱
期
に
生
き
、
短
い

が
日
本
の
夜
明
け
を
早
め
た
龍

馬
と
彼
と
こ
の
辺
り
の
東
山
と

の
関
わ
り
を
楽
し
く
お
聞
か
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

【
龍
馬
伝
】
放

映
前
に
予
習
が

出
来
た
よ
う
で

す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

第
59
回
・
11
／
15
開
催

・

朝
粥
食
べ
て

お
シ
ャ
ベ
リ
会
報
告

梅
小
路
公
園
内
に

京
都

水
族
館
が

出
来
る
こ
と
、
ご
存
知
で
す
か
？

貧
困
率
：
日
本
１
５
．
７
％

先
進
国
で

際
立
つ

高
水
準

（池内様は

元郵便局長・

ＮＰＯ平安京理事）



十
一
月
一
八
日
、
天
皇
ご
夫
妻

が
上
洛
さ
れ
て
い
た
前
日

17
日
、

新
聞
Ｔ
Ｖ
で
【
16
日
、
ア
メ
リ
カ

の
保
守
系
テ
レ
ビ
のF

O
X

ニ
ュ
ー

ス
は
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
、
14
日

に
天
皇
皇
后
両
陛
下
と
握
手
を
し

た
際
、
ほ
ぼ

90
度
腰
を
曲
げ
た

（
編
集
者
注
お
辞
儀
＝
最
敬
礼
）

と
指
摘
し
、

一
国
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
不
適

切
だ
」
と
の
専
門
家
の
意
見
を
伝

え
た
】
そ
れ
に
対
し
て
【
米
国
国

務
省
の
ケ
リ
ー
報
道
官
は
「
大
統

領
と
し
て
、
初
め
て
天
皇
皇
后
両

陛
下
に
会
っ
た
際
、
お
辞
儀
は
自

然
な
行
為
で
、
敬
意
を
示
し
た
も

の
だ
と
思
う
」
】
と
の
報
道
が
あ

り
ま
し
た
。

私
（
日
本
人
の
多
く
）

は
、
日
本
の

象
徴
で
年
長
者
で
あ
る
天
皇
に
日

本
の
礼
儀
で
あ
る
お
辞
儀
を
さ
れ

た
オ
バ
マ
大
統
領
に
好
感
を
持
ち

ま
し
た
。
お
迎
え
の
天
皇
ご
夫
妻

の
微
笑
み
も
心
か
ら
歓
迎
の
お
気

持

ち

を

表

さ

れ

た

日

本

の

礼

儀

だ

と

思

い

ま
す
。

ネ

ッ

ト

で

調

べ

る

と

中

国

で

も

謙
虚
で
東
洋
の
礼
儀
を
良
く
知
っ

た
作
法
だ
と
好
意
的
な
書
き
込
み

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
書
き
な
が
ら
、
昭
和
天

皇
が
敗
戦
直
後
１
９
４
５
年
（
昭

20
）
９
月
２
７
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
（
連
合
軍
＝
占
領
軍
最
高
司
令
長
官
）

と
の
会
談
の
た
め
ア
メ
リ
カ
大
使

館
に
ご
訪
問
さ
れ
た
時
、
お
出
迎

え
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
し
た
。
（
会
談
後
は
お
見
送
り
は
し
た
）

一
ケ
月
余
前
ま
で
、
戦
争
で
殺
し

合
い
を
し
て
い
た
国
。
戦
勝
国
と

敗
戦
国
で
仕
方
が
な
い
と
言
え
ば

そ
れ
ま
で
で
す
が
、
六
年
生
（
国

民
学
校
）

時
代
の
悔
し
い
気
持
ち
が

よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

東
洋
を
中
心
に
数
千
年
も
続
い

て
い
る
お
辞
儀
は
作
法
だ
け
で
な

く
文
化
で
す
。
同
時
に
西
洋
で
の

日
常
に
あ
る
握
手
、
ア
ラ
ブ
の
抱

擁
も
単
に
習
慣
で
な
く
文
化
だ
と

考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

経
済
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ボ
ー

ダ
レ
ス
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、

極
最
近
の
こ
と
。
遺
伝
子
、
肌
色
、

生
活
ス
タ
イ
ル
も
人
種
、
民
族
に

よ
っ
て
伝
統
・
風
習
・
作
法
は
違
っ

て
当
た
り
前
で
「
郷
に
入
れ
ば
郷

に
従
え
」
と
い
う
諺
は
、
１
７
７

６
年
誕
生
し
た
お
若
い
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
に
は
無
い
の
で
し
ょ
う
。

「
お
ご
る
平
家
は
久
か
ら
ず
」
と

共
に
知
っ
て
欲
し
い
諺
で
す
。
わ

れ
我
も
又
再
確
認
の
要
あ
り
で
す
。

昨
日
（1

1
/
1
8

）
同
年
代
で
成
功

し
た
友
人
が
電
話
で
「
頭
さ
げ
頭

さ
げ
続
け
頭
が
上
が
る
」
と
言
葉

を
聞
き
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
こ
の

「
ひ
と
り
ご
と
」
に
な
り
ま
し
た
。

河
原
町
四
条
上
る
近
江
屋
二
階
、

慶
応
三
年
十
一
月
十
五
日
午
後
九

時
頃
刺
客
の
凶
刃
に
倒
れ
て
百
四

十
二
年
。
今
も
っ
て
龍
馬
暗
殺
の

真
犯
人
は
不
明
。
こ
の
刺
客
を
追
っ

て
生
涯
の
大
半
を
追
っ
た
人
有
り

故
西
尾
秋
風
氏
で
あ
る
。
（
立
命
館

史
学
会
員
）

こ
こ
で
、
秋
風
、
新
説

新
事
実
の
検
証
暗
殺
現
場
定
常
疑

問
（
西
尾
氏
に
よ
る
）

昭
和
五
十
七
年
七
月
毎
日
放
送
テ

レ
ビ
映
像
，
80
［
刺
客
を
追
っ
て
」

で
兼
ね
て
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
近

江
屋
五
代
目
井
口
新
助
氏
に
よ
る

と
当
時
の
佐
々
浪
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

（
近
江
屋
）

佐
々
波
ナ
ミ
女
は
幼
い

頃
か
ら
暗
殺
の
あ
っ
た
部
屋
を
覚

え
て
い
た
そ
う
で
す
。

近
江
屋
は
大
き
な
屋
敷
広
い
庭

が
あ
り
奥
深
く
二
階
に
長
い
廊
下

が
あ
り
、
奥
に
蔵
が
二
つ
あ
り
ま

し
た
。
龍
馬
様
の
暗
殺
さ
れ
た
部

屋
は
、
廊
下
の
突
き
当
た
り
で
洗

濯
物
を
干
す
時
、
そ
の
部
屋
を
通

ら
な
い
と
物
干
し
場
へ
出
ら
れ
な

い
と
の
事
で
し
た
。

二
階
の
当
時
の
見
取
り
図
（
上
の
図

右
）

に
は
以
前
か
ら
疑
問
が
有
り
、

西
尾
氏
の
読
み
ど
お
り
。
佐
々
波

夫
人
証
言
で
襲
撃
に
確
信
が
持
て

た
そ
う
で
す
。

定
説
（
右
）

で
は
奥
の
部
屋
に
踏
む

に
は
襖
を
三
回
開
け
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
で
は
異
変
に
気
づ
き
身

を
構
え
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
新

説
（
左
）

の
長
い
廊
下
が
あ
る
と
す

る
と
階
段
を
上
が
る
な
り
、
ま
っ

し
ぐ
ら
に
奥
八
畳
間
に
殺
到
で
き

た
は
ず
で
あ
る
。

新
助
氏
に
よ
る
と
、
そ
の
た
だ
な

ら
ぬ
足
音
の
騒
ぎ
に
自
ら
が
行
灯

を
引
っ
さ
げ
て
襖
を
あ
け
て
廊
下

を
照
ら
そ
う
と
し
た
一
瞬
に
、
頭

上
目
が
け
て
一
刀
斬
り
下
げ
と
な
っ

た
。
（
近
江
屋
新
助
、
新
之
助
遺
構
に
よ

る
）
こ
の
証
言
は
テ
レ
ビ
取
材
時
始

め
て
明
か
さ
れ
た
。
龍
馬
様
を
自

ら
の
家
で
暗
殺
さ
れ
た
、
負
い
目

か
ら
こ
の
日
ま
で
証
言
さ
れ
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

Ｊ
‐
ｍ
ａ
ｃ

Ｔ
Ａ
Ｍ

(

二
）
西
尾
氏
新
発
見
暗
殺
現
場
に
有
っ
た

屏
風
に
つ
い
て
。
は
本
号
4
頁
に
掲
載

★
こ
の
ご
投
稿
は
「
友
の
会
会
員
Ｔ
Ａ
Ｍ
様
」

に
戴
い
た
も
の
で
す
。
同
氏
は
、
初
回
の
駅
伝

ラ
イ
ブ
か
ら
毎
年
楽
し
い
音
楽
で
ご
協
力
く
だ

さ
っ
て
い
る

「
Ｊ
‐
ｍ
ａ
ｃ
」
グ
ル
ー
プ
の
お

一
人
様
で
す
。

報
告
と
お
礼

11
月
8
日(

日
）
フ
ァ
ミ
マ
２
階
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
集
・
楽
々
ホ
ー
ル

で
開
催
し
た
ユ
ニ
セ
フ
・
「
ハ
ン

ド
・
イ
ン
・
ハ
ン
ド
」
募
金
協
力

「
第
６
回
・
駅
伝
ラ
イ
ブ
」
は
多

く
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ご
協
力
、

沢
山
の
人
ご
参
加
で
大
成
功
で
終

わ
り
ま
し
た
。
ご
協
賛
下
さ
っ
た

方
々
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
分
と
合
わ

せ
て
２
１
９
、
０
９
７
円
を
ユ
ニ

セ
フ
に
募
金
い
た
し
ま
し
た
。

ご
来
場
の
皆
さ
ま
・
ご
出
演
等
ご

協
力
方
々
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

駅
伝
ラ
イ
ブ
実
行
委
員
会

子
ど
も
の
権
利
条
約

条
約
は
、
１
９
８
９
年
11
月
20
日

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

国
連
は
、
そ
の
20
周
年
記
念
し
て

ユ
ニ
セ
フ
（
国
連
児
童
基
金
）
は

★
ユ
ニ
セ
フ
特
別
白
書
を
発
表
し

ま
し
た
。
（
下
記
抜
粋
）

◎
5
歳
未
満
児
の
年
間
死
亡
数
が

90
年1

2
5
0

万
か
ら
08
年9

0
0

万

人
に
と350

万
人
も
減
少
し
た
。

◎
低
体
重
児
の
減
少
・
母
乳
育
児

の
増
加
・
安
全
な
水
源
を
利
用

で
き
る
人
が1

6

億
人
増
加
・
小

学
校
就
学
率
が
改
善
等
々
の
成

果
が
あ
る
一
方
で
、
ま
だ
生
存
、

発
達
に
充
分
で
な
い
地
域
も
多

く
あ
る
と
し
て
い
る
。

★
本
年
は
池
田
東
小
学
校
の
児
童
の

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
す
い
ん
ぐ
き
っ
ず
」

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
元
気
溢
れ
る
演
奏

で
オ
ー
プ
ン
。
ケ
メ
コ
の
歌
の
澤
田

好
宏
さ
ん
の
賑
や
か
な
フ
ィ
ナ
ー
レ

で
駅
伝
ラ
イ
ブ
は
盛
況
で
終
了
。
ご

参
加
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
上
げ
ま
す
。
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ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

坂
本
龍
馬
の

刺
客
を

追
っ
て
（
一
）

Ｊ
‐
ｍ
ａ
ｃ

Ｔ
Ａ
Ｍ

お
辞
儀
の
文
化

握
手
の
習
慣

昭
和
天
皇
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥1

94
5
.9

・2
1

11/8(日）第6回・駅伝ライブ
ご協力有難うございました

図の上が（東）で河原町通・

右=定説・・ 左が新説



「
と
ん
か
ら
り
ん
」
09
年
５
月
号
に

書
い
た｢

法
住
寺
」
は
１
１
６
０
年

（
永
暦
元
）

後
白
河
法
皇
の
宮
廷
と
し
た

つ
く
ら
れ
た
寺
。
蓮
華
王
院
（
三
十

三
間
堂
）
は
平
清
盛
が
１
１
６
３
年

（
長
寛
元
）

寄
進
、
新
日
吉
神
社
、
新

熊
野
神
社
は｢

法
住
寺
」
境
内
地
に
。

神
社
は
鎮
守
社
と
し
て
建
造
さ
れ
た
。

左
の
写
真
は
、
俗
に
「
ヒ
ヨ
ッ
サ

ン
」
と
呼
ば
れ
る
新
日
吉
神
社
（
い
ま

ひ
え
じ
ん
じ
ゃ
）

の
山
門
。
坂
本

日
吉
大
社
の
中

宮
７
社
の
一
つ

で
あ
る
。
前
に

書
い
た
の
で
詳

細
は
省
く
が
１

１
８
３
年
（
寿
永

2
）

木
曽
義
仲
の
軍
勢
（
法
住
寺
合

戦
）
に
法
住
寺
が
焼
か
れ
、
法
皇
は

そ
の
北
門
か
ら
新
日
吉
神
社
へ
む
け

輿
に
の
っ
て
逃
亡
さ
れ
た
そ
う
だ
か

ら
護
り
神
の
お
役
を
果
た
し
た
。

そ
の
後
、
幾
度
か
移
動
、
現
在
地
に

移
転
し
た
の
は
明
治
３
０
年
豊

国
廟

復
興
時
で
あ
る
。
祭
礼
は
、
小
五
月

会
（
こ
さ
き
の
ま
つ
り
）
と
称
し
５
月

に
行
わ
れ
て
い
る
。

俗
に
、
ゴ
ン
ゲ
ン
さ
ん
と
呼
ば
れ

る
新
熊
野
神
社
は
、
東
大
路
の
Ｊ
Ｒ

東
海
道
線
陸
橋
の
南
、
西
側
に
あ
る
。

写
真
の
よ
う

に
市
街
地
で

は
珍
し
く
大

き
な
ク
ス
ノ

キ
が
あ
る
。

こ
の
木
は
８

４
９
年
前
、

和
歌
山
県
熊

野
か
ら
移
植
、
後
白
河
法
皇
が
植
え

ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
国

の
天
然
記
念
物
、
現
在
は
京
都
市
指

定
天
然
記
念
物
で
あ
る
。

後
白
河
法
皇
は
一
生
の
う
ち
に
34

回
熊
野
に
参
詣
さ
れ
た
が
、
当
時
の

都
人
に
と
っ
て
熊
野
に
参
詣
す
る
こ

と
は
大
変
、
そ
こ
で
熊
野
の
新
宮
・

別
宮
と
し
て
創
建
さ
れ
、
京
の
熊
野

信
仰
の
中
心
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

「
新
熊
野
」
と
書
い
て
「
い
ま
く
ま
の
」

と
読
む
の
は
、
紀
州
の
古
い
熊
野
に

対
す
る
京
の
新
し
い
熊
野
、
紀
州
の

昔
の
熊
野
に
対
す
る
京
の
今
の
熊
野

と
い
う
当
時
の
都
人
の
認
識
か
。

「
ゴ
ン
ゲ
ン
さ
ん
」
呼
ぶ
の
は
「
熊
野

権
現
三
社
」
の
由
来
か
ら
。
今
熊
野

に
は
、
別
宮
創
建
当
時
に
熊
野
か
ら

移
ら
れ
て
き
た
方
の
子
孫
が
、
今
も

な
お
、
引
き
続
き
お
住
み
だ
と
か
。

そ
の
後
、
３
５
０
年
間
に
わ
た
っ

て
繁
栄
を
極
め
た
が
、
応
仁
の
乱
以

降
、
度
々
の
戦
火
に
見
舞
わ
れ
、
そ

の
後
１
２
０
年
間
は
廃
絶
同
様
の
状

態
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
再
建
さ

れ
た
の
が
、
江
戸
時
代
初
期
、
後
水

尾
天
皇
の
中
宮
東
福
門
院
（
３
代
将

軍
徳
川
家
光
の
妹
）
で
、
現
在
の
本

殿
は
１
６
６
３
年
（
寛
文

13

）
聖
護

院
宮
道
寛
親
王
（
後
水
尾
上
皇
の
皇

子
）
に
よ
り
造
営
さ
れ
も
の
と
い
う
。

江
戸
時
代
の
愛
宕
群
今
熊
野
村
は

泉
湧
寺
村
と
共
に
１
８
９
３
年
（
明
治

25
）

京
都
市
下
京
区
に
編
入
、
後
東
山

区
に
な
る
。
古
来
、
東
大
路
か
ら
醍

醐
（
街
道
）

至
る
路
に
瓦
坂
の
名
が
あ

り
、
そ
の
名
は
平
安
京
造
営
の
為
こ

こ
で
瓦
を
焼
い
た
こ
と
に
よ
る
。
発

掘
調
査
の
際
、
大
谷
高
校
や
現
ハ
イ

ヤ
ッ
ト
ホ
テ
ル
の
地
中
に
窯
の
痕
跡
、

当
時
の
瓦
が
見
付
か
っ
て
い
る
。
そ

の
流
れ
で
陶
工
が
集
ま
り
陶
磁
器
専

業
が
発
達
し
た
。
今
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク

産
業
世
界
一
の
村
田
製
作
所
も
こ
の

地
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。【
京
都
市
立

美
術
大
学
】
が
あ
り
若
者
も
多
く
、

平
成
の
始
め
こ
ろ｢

権
現
さ
ん
」
前
か

ら
泉
湧
寺
道
ま
で
の
東
大
路
両
側
に

｢

八
」
の
付
く
日
は
「
夜
店
」
が
あ
り
、

人
が
溢
れ
る
賑
わ
い
が
あ
っ
た
。

日
本
酒
の
古
酒
つ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
！
。

今
の
日
本
酒
は
、
お
米
、
麹
、
醸

造
技
術
が
よ
く
な
り
、
史
上
最
高

の
美
味
し
い
酒
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
ワ
イ
ン
と
異
な
り
、
日
本

酒
は
そ
の
年
限
り
で
飲
ま
な
い
と

駄
目
に
な
る
思
う
人
が
多
い
よ
う

で
す
が
、
数
年
置
い
て
更
に
良
く

な
る
酒
も
あ
る
の
の
で
す
。
前
に

店
の
古
酒
試
飲
会
で
13
年
も
の
、

最
近
17
年
置
い
た
酒
を
飲
み
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
さ
は
、
ロ
マ
ネ
、

コ
ン
テ
並
で
す
。
立
春
初
搾
り
で

貴
方
様
に
代
わ
っ
て
【
古
酒
つ
く

り
】
の
お
手
伝
い
す
る
企
画
を
検

討
中
で
す
。
「
と
ん
か
ら
り
ん
」

新
年
号
で
発
表
、
乞
う
ご
期
待
。
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日
吉
神
社

熊
野
神
社

新
い

ま

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

2011

年

（
平
23
）

4
月
開
校
す
る
小
中
一
貫
校
「
東

山
開
睛
館
・
＝
↓
開
睛
小
学
校
開

睛
中
学
校
」

の
工
事
が

進
ん
で
い

る
。

２
０
０
２

年
３
月
、

１
３
０
年

余
の
歴
史

が
あ
っ
た

貞
教
小
学

校
は
修
道
校
に
併
合
し
東
山
小
学

校
に
な
っ
た
。

そ
し
て
マ
タ
東
山
小
学
校
は
東
山

区
北
部
の
学
校
を
統
合
し
開
睛
小

学
校
開
睛
中
学
校
に
な
る
。
そ
の

工
事
中
で
今
は
元
貞
教
校
は
洛
東

中
学
校
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、

間
も
な
く
役
目
は
終
わ
る
。

日
本
初
の
学
区
制
小
学
校
制
度

「
番
組
小
学
校
」
の
一
つ
、
下
京

第
二
十
九
番
組
小
学
校
と
し
て

１

８
６
９

年
に
開
校
し
た
時
も
、
そ

の
後
校
増
改
築
、
市
立
幼
稚
園
設

置
な
ど
で
校
区
の
人
た
ち
が
大
い

に
協
力
し
た
。
私
も
含
め
て
卒
業

生
も
多
い
。
跡
地
は
ど
う
な
る
か
？
。

の
関
心
度
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

政
府
も
含
め
て
「
お
役
所
」
は

｢

次
の
こ
と
（
建
て
る
）
」
の
段
取

り
は
至
っ
た
速
や
か
だ
が
、
「
後

の
こ
と
（
跡
地
）
」
に
つ
い
て
は

｢

口
数
」
が
少
な
く｢

ど
う
な
る
」

の
か
言
わ
な
い
。

今
回
は
六
原
を
除
い
て
粟
田
、
有

済
・
弥
栄
。
新
道
・
修
道
貞
教

（
東
山
）
は
直
接
的
に
は
教
育
施

設
で
な
く
な
る
ら
し
い
？
？
。

こ
れ
は
続
い
て
実
施
さ
れ
る
南
部

に
つ
い
て
も
起
こ
る
、
否
、
小
中

一
貫
で
京
都
市
全
域
か
も
。

世
間
で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
は

計
画
段
階
で
、
後
処
理
を
考
え
て

「
事
」
を
成
す
も
の
。
売
却
す
る

場
合
で
も
相
当
前
に
決
め
る
の
が

通
常
。
当
然
、
役
所
と
て
幾
通
り

か
の｢

案
」
は
有
っ
て

然
る
べ
し

だ
。
大
面
積
の
跡
地
、
使
わ
れ
方

に
よ
っ
て
影
響
も
多
い
。
マ
サ
カ

売
却
は
な
い
と
思
う
が
、
マ
サ
カ

続
き
時
代
で
大
安
心
は
出
来
な
い
。

学
校
の
跡
地

長
生
きア
イ
ウ
エ
オ

ア
は
・
あ
っ
さ
り
塩
味
、
油
味

（
塩
と
油
を
ひ
か
え
た
淡
白
、

タ
ン
パ
ク
質
を
と
る
）

イ
は
・
い
ろ
い
ろ
食
べ
て

腹
八
分
目

ウ
は
・
運
動
で
適
度
な

汗
を
か
こ
う
。

エ
は
・
栄
養
は
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
の
習
慣
で

オ
は
・
お
い
し
さ
を
、
頭
と
心

で
味
わ
お
う
。

右
は
、
京
都
大
医
学
部
名
誉
教
授
「
家
森

幸
男
先
生
」
の
受
け
売
り
と
書
い
て
有
っ

た｢

よ
い
食
通
信
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

を
転
載
し
ま
し
た
。



第
41
話
【
乾
坤
一
滴
】
の
手

で
家
＝
（
現
在
の
店
）
の
抵
当
権

は
は
ず
れ
ま
し
た
。
法
的
に
は
問

題
無
く
て
も
、
社
長
の
意
思
や
役

員
会
に
計
ら
ず
に
し
た
手
段
で
す

か
ら
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
？
で
私
の
役

員
報
酬
は
、
「
年
税
額
」
ゼ
ロ
の

低
所
得
が
続
き
ま
す
。
私
は
三
十

代
半
ば
で
二
人
の
子
持
ち
、
家
賃

と
光
熱
費
は
不
要
（
会
社
持
ち
）
で

も
大
変
と
タ
ク
シ
ー
運
転
が
出
来

る
二
種
免
許
を
と
っ
た
の
も
そ
の

頃
で
す
。

七
条
の
店
の
面
積
で
は
「
酒
問

屋
」
に
は
狭
く
無
理
で
移
転
を
提

案
し
、
１
９
７
２
年
（
昭4

7

）
一

月
「
上
鳥
羽
」
に
物
件
が
見
つ
か

り
移
転
し
ま
し
た
。
そ
の
年
７
月

社
名
変
更
し
「
福
井
善
四
郎
京
都

店
」
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
「
常

務
取
締
役
店
長
」
職
で
、
幾
つ
か

の
事
業
提
案
も
「
義
郎
は
ん
、
酒

問
屋
が
そ
ん
な
格
好
悪
い
仕
事
は

出
来
ま
へ
ん
」
と
採
用
さ
れ
ま
せ

ん
。
だ
が
家
族
が
食
べ
る
の
で
ギ

リ
ギ
リ
の
報
酬
、
年
齢
を
考
え
次

の
決
算
期
完
了
後｢

退
職
す
る
」

と
心
に
中
で
決
め
ま
し
た
。

父
の
債
務
弁
済
も
終
わ
り
、
七

条
の｢

店
」
は
無
傷
で
残
り
ま
し

た
。
幸
い
に
酒
問
屋
を
し
て
い
た

「
店
」
は
二
軒
屋
、
一
階
は
空
家

で
し
た
。
父
に
狭
い
方
の
一
階
を

使
い
た
い
と
了
解
を
と
っ
て
次
の

仕
事
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
期
に
父
が
譲
っ
た
後
、

｢

京
阪
麦
酒
」
と
社
名
を
代
え
酒

小
売
店
（
大
黒
湯
隣
・
）

が
倒
産
し

ま
し
た
。
私
が
勤
務
し
て
い
た

｢

福
井
」
も
債
権
者
で
後
始
末
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、
債
権
者
団

か
ら
酒
谷
さ
ん
引
受
け
て
欲
し
い

と
申
出
が
来
ま
し
た
。

当
時
は
酒
免
許
規
制
が
厳
し
い
時

代
、
向
か
い
に
有
る
と
現
在
地
で

は
免
許
が
取
れ
な
い
の
で
す
。

酒
屋
で
生
き
て
き
た
人
間
、
あ

る
程
度
自
信
も
あ
り
、
法
人
免
許

で
将
来
を
考
え
る
と
そ
れ
が
一
番

自
立
す
る
手
段
と
し
て
良
い
と

「
多
額
の
負
債
」
込
み
で
引
き
受

け
ま
し
た
。
１
９
７
２
年
10
月
の

こ
と
で
す
。
法
的
な
問
題
も
あ
り

福
井
社
長
の
了
解
を
得
ま
し
た
。

そ
の
店
の
実
情
は
、
か
っ
て
父

が
採
用
し
、
社
名
が
変
わ
っ
て
も

勤
め
て
い
た
「
Ｔ
さ
ん
」
（7

0

才
過

ぎ
ま
で
当
社
で
も
勤
め
て
く
れ
た
方
）
が

掌
握
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
方
に

継
続
し
て
勤
務
を
頼
み
、
社
員
２

名
で
、
私
が
社
長
、
社
員
２
名
で

新｢

京
阪
麦
酒
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
私
は
マ
ダ
「
酒
卸
・
福

井
善
四
郎
京
都
店
・
常
務
取
締
役

店
長
」
と
「
二
足
草
鞋
」
で
す
。

★
「
酒
屋
で
生
き
て
生
か
さ
れ
て
」

は
来
月
号
は
掲
載
は
お
休
み
し
ま
す
。

勢
い
に
任
せ
て
書
い
て
い
る
内
に

「
二
度
書
き
」
し
た
部
分
が
あ
り
ま

し
た
。
ひ
と
休
み
し
て
整
理
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
※
一
寸
ぼ
け
て
き
た

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん

連
載
の
予
定
変
更

次
号
に
掲
載
予
定
の
「
坂
本
龍
馬

刺
客
を
追
っ
て
」
（
二
）
を
こ
の

P4
に
掲
載
し
ま
し
た
。
次
号
は
正

月
で
暗
殺
か
ら
み
は
ど
う
か
な
ぁ

と
投
稿
者
の
了
解
え
ず
の
本
号
に

掲
載
。
Ｔ
Ａ
Ｍ
さ
ん
ス
ミ
マ
セ
ン
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○
降
っ
て
湧
い

た
よ
う
な｢

京

都
水
族
館｣

の
話
。
祇
園
祭
神
輿
洗

い
翌
々
14
日
提
案
。
宵
山
16
日
に

記
者
発
表
。
そ
の
間
48
時
間
。
梅

小
路
公
園
は｢

軽
く｣

見
ら
れ
た
。

●
テ
レ
ビ
買
う
の
で
も
、
カ
タ
ロ

グ
・
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
10
日
ほ
ど

考
え
て
嫁
さ
ん
と
相
談
す
る
庶
民

か
ら
す
る
と
早
す
ぎ
る
や
ん
か
！
。

○
こ
の
件
で
10
・
29
・｢

出
前
ト
ー

ク
」
が
法
然
院
で
あ
り
参
加
。
幾

つ
も
の
質
問
に
奥
歯
に
物
が
挟
ま
っ

た
よ
う
な
市
職
員
の
「
物
い
い
」

に
同
情
し
た
。

●
既
に
偉
い
人
が
決
め
た
は
る
。

従
い
う
し
か
し
ょ
う
が
な
い
。
何

言
わ
れ
て
も
辛
抱
辛
抱
や
。
独
断

偏
見
で
私
に
は
そ
う
見
え
た
。
会

社
な
ら
、
そ
れ
で
は
潰
れ
マ
ッ
セ
。

○
市
場
調
査
せ
ん
で
も
、
大
阪
は

海
遊
館
。
神
戸
は
須
磨
。
そ
こ
か

ら
花
の
京
都
に｢

魚
」
見
に
来
る
人

が
何
人
い
る
や
ろ
か
。
京
都
の
強

さ
は
何
ど
す
か
。

●
常
得
意
さ
ん
は
上
得
意
さ
ん
。

つ
い
で
の
お
客
さ
ん
は
計
算
に
入

れ
て
も
控
え
目
に
読
む
。
こ
れ
は

の
は
商
人
の
「
イ
ロ
ハ
」
の
「
イ
」
。

ア
ッ
失
礼
京
都
市
は
、
公
で
し
た
。

こ
の
話
こ
こ
ま
で
。

○
愈
々
師
走
。
泣
い
て
も
笑
っ
て

も
今
年
は
後
一
ヶ
月
。
世
間
は｢

デ

フ
レ
傾
向
」
で
も
新
「
イ
ン
フ
レ

（
ル
）
エ
ン
ザ
」
が
流
行
っ
て
い

ま
す
。
手
を
洗
い
。
う
が
い
を
忘

れ
ず
ご
健
康
で
！

★
キ
ッ
ト
来
年
は
良
い
年
で
す
。

そ
う
信
じ
て
五
つ
☆
☆
☆
☆
☆
。

酒
屋
で
生
き
て

生
か
さ
れ
て

編
集
後
記

第
四
十
四
話

㈱
酒
谷
本
店

社
名
変
更

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ミ
ニ
ミ
ニ
映
像
大
賞

第
二
予
選
で
落
選

前
号
で
一
次
予
選
通
過
報
告
を
し
た
編

集
者
の
「
新
聞
投
書
」
を
モ
チ
ー
フ
に

羽
衣
学
園
の
生
徒
さ
ん
製
作
作
品
、
残

念
な
が
ら
第
二
次
予
選
で
落
ち
ま
し
た
。

坂
本
龍
馬
の

刺
客
を

追
っ
て
（
二
）

Ｊ
‐
ｍ
ａ
ｃ

Ｔ
Ａ
Ｍ

前
回
い
き
な
り
の
時
代
考
証
。
実

は
以
前
歴
史
好
き
の
仲
間
と
史
跡

巡
り
出
逢
っ
た
人
こ
そ
故
西
尾
秋

風
氏
（
本
名
西
尾
十
四
男
）
以
下

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
。

龍
馬
暗
殺
の
新
事
実
を
追
っ
て
生

涯
の
大
半
を
こ
の
幕
末
時
の
検
証

い
奔
走
。
い
ち
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。

定
年
を
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
、

定
年
後
は
龍
馬
暗
殺
新
事
実
に
奔

走
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
竜
馬
の
手
紙

の
解
読
。
暗
殺
現
場
に
あ
っ
た
屏

風
発
見
と
有
名
歴
史
学
者
に
も
一

目
置
か
れ
る
存
在
で
し
た
。

さ
て
今
回
は
西
尾
氏
発
見
の
貼
交

屏
風
の
新
発
見
新
事
実
で
す
。

龍
馬
暗
殺
現
場
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
が
、
血
染
め
の
掛
け
軸
。

参
考
に
こ
の
掛
け
軸
は
、
京
都
の

文
人
板
倉
淡
海
が
近
江
屋
に
龍
馬

を
訪
ね
、
三
十
二
回
目
の
誕
生
祝

と
し
て
、
暗
殺
当
日
に
贈
っ
た
も

の
で
、
テ
レ
ビ
映
画
に
は
よ
く
登

場
し
て
い
る
。
京
都
博
物
館
所
蔵

の
も
の
。
し
か
し
屏
風
も
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
た
が
、
誰
も
何
処
に

行
っ
た
か
知
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
疑
問
に
も
西
尾
氏
は
再
調
査
。

そ
の
結
果
、
偶
然
五
代
目
井
口
新

助
氏
（
近
江
屋
）
と
の
調
査
で
判

明
。
昭
和
十
五
年
に
、
有
名
な
狩

野
探
幽
歩
が
富
嶽
図
が
貼
っ
て
あ
っ

た
た
め
、
国
立
京
都
博
物
館
に
美

術
絵
画
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
。

早
速
問
い
合
わ
せ
た
が
な
に
せ
一

般
人
の
問
合
せ
で
事
情
を
言
っ
て

も
取
り
合
っ
て
く
れ
な
い
。
こ
の

た
め
、
毎
日
放
送
テ
レ
ビ
取
材
の

昭
和
五
十
五
年
六
月
ま
で
血
染
め

貼
交
屏
風
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
す
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
凄
さ
、

役
所
の
怠
慢
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
改
め
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
五

十
三
滴
も
の
血
痕
も
発
見
又
、
二

つ
折
屏
風
で
も
あ
っ
た
。
（
近
江

屋
新
助
氏
寄
贈
）
当
時
の
歴
史
ス

ク
ー
プ
で
し
た
。
結
局
、
西
尾
氏

は
持
病
の
心
臓
疾
患
の
た
め
、
遠

出
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国

に
支
援
者
も
出
来
て
色
々
な
資
料

も
集
ま
り
ま
し
た
が
、
暗
殺
者
の

特
定
は
出
来
ず
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。
後
継
者
も
お
り
今
な
お
奔
走

さ
れ
て
い
る
か
た
も
お
ら
れ
る
と

か
？
し
か
し
亡
く
な
ら
れ
る
少
し

前
お
会
い
し
た
時
に
、
気
に
な
る

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
も
真

犯
人
に
た
ど
り
つ
い
て
い
た
旨
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
顔
に
笑

顔
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
あ
と
は

何
と
な
く
こ
れ
以
上
深
く
追
求
で

き
な
い
雰
囲
気
が
あ
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。
た
ぶ
ん
歴
史
に
よ

く
あ
る
、
タ
ブ
ー
（
何
百
年
し
て

か
ら
分
か
る
新
事
実
）
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

南
無
阿
弥
陀
仏
合
掌
。
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